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PETA(TentaraPembelaTanahAir)wasanIndonesianvolunteerarmyOrganized

underJapaneseauspicesin1943duringtheJapaneseOccupatioll.InFebruary1945,

0neoftheBattalionsofthePETAArmy,locatedatBlitarCity,KediriResidency,in

EastJava,roseinarmedrebellionagainstJapaneserule.WithSoeprijadiShoodan･cho

(PlatoonComlllander)asleader,severalyoungoffic∈･rsofthisBattalionbeganto

plotanantりapaneserevoltinSeptember1944.TheirhatredalldangeragainstJapan

werecausedprinlari】ybythecrueltyoftheJapalleSetowardtheIndonesianpopulation,

thepitifulconditionoftheRoomusha(forcedlaborers:)inparticulararousedbitter
hatredintheheartsofPETAofficerswhohadonceworkedwiththoseRoomushas.

ThearrogantattitudeoftheJapaneselnstructorsappointedtoeachBattalionalso

irritatedtheIndonesianofficers.FurthermoretheyfelttllatIndonesiashouldbe

totallyliberatedfrom Japaneserule.Takingallthesefactorsintoconsideration,we

caninterpretthisrevoltasthepl-eludetotheIndonesianRevolution,whichbegan

inAugust1945.

TheRevolt,involvingthree･fourthsofthesoldiersoftheBattalion,beganatdawn

onFebruary14.4Japaneseciviliansand7Chinesewhowereconsideredtobepro･

Japanese,Werekilled,buttherevoltwaseasilysupressedbecauseoflackofcoor･

dinationwithotherBattalionscombinedwiththefactthattheyhadbeguntherevolt

beforetheirplanswerecomplete.550ftherevolutionariesweretriedandsentenced.

Sixweresentencedtodeath and executedbeforethe surrenderofJapan. The

leaderofthisrevolt,SoeprijadiShoodan･chodisappearedduringtherebellionand

hasnotbeenfound tothisday.Nonetheless,hewasappointedthefirstDefense

MinisterandSupremeCommanderoftheIndonesianNationalArmy,althoughhe

neveractuallyassumedtheseposts.ThisdelllOnStrateStheextentoftheinfluence

oftheBlitarRebelliononthe developmentofnation;llisrn arid therevolution in
lndonesia.

序

1945年8月の日本軍政の崩壊をもって始まるインドネシアの一連の革命運動は,一般に45年

独立革命と総称されている｡ この革命の経緯,意義,あるいは性格等に関する分析はこれまで
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多くの著作の中で行なわれてきた｡その多くは45年革命の出発点を8月17日の独立宣言におい

て,それ以後の問題に関する記述を展開している｡ しかしながら,さらに時代をもう少し逆流

させ,8月17日の独立宣言を生み出すに至ったような軍政末期の急進的青年たちの運動に焦点

をあてた研究も近年盛んに行なわれつつある｡1' この種の研究は,45年革命の性格分析を行な

う上で非常に貴重なものであり,今後さらに深められてゆく必要があるだろう｡

本稿はそのような脈らくのrtlで45年革命の序曲としての日本軍政時代の反目抵抗運動の一つ

をテーマにとりあげ,それが革命全体をみるうえでどのような意味をもっていたかという問題

について若干の考察を試みんとするものである｡ 著者が本稿でとりあげる｢ブリタル蜂起｣は,

1945年2月ジャワ防衛義勇軍の一大団が起こした反日武装蜂起である｡ ｢インドネシア独立｣

を旗印として立ち上がった彼らは,日本人4名,中国人7名,温血女性 1名を殺害し,刑務所

を解放し,警察,電話局を襲撃したのちブリタル郊外の山中にたてこもるが,巨大な日本軍の

軍事力と権力の前についに鋲圧されてしまう. しかしこの蜂起が日本軍に与えた衝撃は大きか

った｡特に,日本軍自らが訓練し育て,連合軍に対する強力な友軍として期待していた防衛義

勇軍の中から発生した蜂起であったが散にそれは大きかった｡ 一万イ-/ドネシアの青年たち,

特に他の義勇軍将兵に与えた衝撃も大きかった｡

本稿においては,まず蜂起に至るまでの客観情勢,特に蜂起の原因となった事情を考察した

のち仁,事件の経過をのべ,最後に,それがインドネシア民族および日本軍の双方に与えた影

響 (衝撃)について考察しようとするものである.2)

1) この種の研究としては次のようなものがある｡
Anderson,Benedict,JavaintheTimeofRevolution:OccupationandResistance1944-46.

(Ithaca:CornellUniversityPress,1972)

Kanahele,George,I(ゆaneseOccubaiioninIndonesia:PreludetoIndependence,chap.9Towards
Zndependence(Ph.D.ThesistoCornellUniversity,1967)

NugrohoNotosusanto,PemberontakanTentaraPETA BlitarMelawanL)jePang:14Pebruari

1945(義勇軍ブリタル大田の反目蜂起:1945年2月14日),(Jakarta,1968)
IdrisAdrianatakesuma,PemberontakanPETA diBlitar(ブリタルの義勇軍蜂起)(Yogyakarta,
1973)

OemarBahasan,PETA dan Perisiiwa Rengasdengklok(義勇軍とレンガスデンクロック事件),
(Bandung,1955)

Sihombing,PemudaIndonesiaMenentangFasismeDjepang(ファシズム日本に対するイソトネシ
ア青年の挑戦), (Jakarta,1962)
白石愛子 ｢アンカタン･ムダ運動の形成と展開｣『アジア研究』第22巻第 1号,昭和50年4月.

2)ブリタル蜂起に関する著作としてほ,注1で掲げた NugrohoとIdrisの研究書の他に,次のような手
記がある｡
SoehoedPrawiroatmodjo,PerlawananBersendjaiaterhadapFasismeDjePang(ファシズム日本に
対する武力抵抗), (Jakarta,1953)
SoejonoRahardjo,̀ K̀isahSingkatPemberolltakanPetaBlitar(義勇軍ブリタル犬用蜂起に関する
小論),"MadjalahPHB,TahunIV,No2/3Pebruari/Maret,1959.
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白石 :ブ リタル反日蜂起の史的考察

Ⅰ 背 景

1.防衛義勇軍プリタル大団

ジャワ防衛義勇軍は,手薄になったジャワの日本軍防衛力を補充する目的で1943年10月に日

本軍政下で設立されたインドネシア人軍である｡3) 日本軍の指導下で各州に2-5個大団 (1

個大田約500名) を設置し, 1個大田は4個中田に, 1個中田は3個小田に,1個小団は4個

分団に分けられていた｡ 義勇兵はもちろんのこと,大団長以下の将校もすべてインドネシア人

からなる民族軍であった｡ジャワでは3期にわたって大団が設立され,終戦時には66個大田約

35,000人の兵力を擁していた｡

プリタル大団は,1943年12月25日にクディリ州プリタル県ブリタル市に設立され,正式名称

をクディリ第2大田と称した｡ブリタル市は,クディリ州の州都クディリ市から南東-約84km,

またマラン州々都マラン市から南西-約 80kmの地点にあり,ケルット山麓のブランタス川流

域にある農業地帯である｡ この付近は土壌が悪く,またブラソタス川の氾濫がはげしいため,

昔から米作はあまり振るわなかった.付近には,コーヒー,茶,砂糖などのプランテーションが

多く,プリタル周辺の住民の多くはこれらの農園労働者であった｡

貧しい土地柄,昔から左翼運動が比較的根をもちやすく,また戦後においてはインドネシア

共産党 (PKI)の勢力が強かった｡1965年の9･30事件以後共産党の残党が南プリタルにたて

こもり最後まで抵抗を続けたことでも知られている｡

歴史的に見ると928年にマタラム王国 (Mataram)の王エソプ･センドック(EmpuSendok)

がカフリパン (Kahuripan)を首都に選び,これ以後1222年に至るまでこの地を中心として王

国の繁栄を見たo4'民衆のいい伝えによれば,マドゥラの王子 トゥルノジョヨがマクラム王国

3)ジャワ防衛義勇軍に関しては,次の拙論を参照されたい｡

白石愛子 ｢ジャワ防衛義勇軍の設立_‖F東南アジア 歴史と文化』第4号,(東南アジア史学会,1974)
1974.

4)A･J･エイクマン,F･W･スターベル著 (村上匿次郎･原徹郎訳) 『蘭領印度史』 (東亜研究所,昭和
17年)9pp･
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に反乱を起こして敗れた際,近 くのケルット山中に逃げてきてこの地に住みついた｡またジャ
デ サ

ワ戦争の時,ディポネゴロ軍の落武者がブリタル周辺の山岳地帯-逃げこんで,新しい村落を

開拓し,住みついたといわれる05)

宗教的にみると, トゥルソガグソに始まる東ジャワの南海岸一帯は昔から神秘主義 (mystト

cism)の盛んなところで,ブリタル周辺でもいわゆる Javanism の影響が強かった｡それに加

えて仏教 ･ヒンズー王国時代の遺跡も豊富で,中でもプリタル苗の北方15kmにあるチャンディ

･ブナクラン(CandiPenataran)は有名である｡)またブリタル市の南ロドヨ村のキ ドゥルKidul

山中には多くの寺 (Candi)があり, スソブルジャリ寺 (CandiSumberdjali)にはモジョパ

ヒト国王スリ･マ-ラジャ･クルタラジャサ (SriMaharadjaKertaradjasa)の墓がある｡6)

ブリタルでの大田編成に先だって,まずこの地方の名士あるいは青年 リーダ-の中から義勇

軍の幹部候補生が選ばれた｡中団長以上は応募というよりも上からの指名による者がほとんど

で,大団長にはブリタル郡長のスラフマッド (Soerachmad),第 1中 団長にはブリタル村長ス

フッド･プラウィロアトモジョ(SoehoedPrawiroatmodjo),第2中団長には師範学校教師の

-サンナワウィ (Hasannawawi), 第3中団長にはタマン ･シスワ学校長の チプト-ルソノ

(Tjiptoharsono),第 4中団長にはブリタルの検事スジョトモ(Soedjotmo)が選ばれた｡7)小団

長は主として中等以上のオランダ教育を受けた小プリヤイ階層の子弟を中心に選抜された｡

これらの幹部要員は,ジャワの他の地方からの候補生たちとともに,1943年10月末からボゴ

ールに集められ,この地の義勇軍錬成隊において日本軍から60日にわたる訓練を受けた｡その

後ブリタル-もどって,市の東端近くにあるベンドグリット(Bendogerit)の原住民中堅官吏

養成学校 (MiddelbareOpleidingsschoolvoorlnlandscheAmbtenaren略 して M.0.S.Ⅴ.

Ⅰ.A.)跡を兵舎に定めて,一般義勇兵を募集し大団を設立した｡8)

1944年の初めから,さっそく義勇兵の訓練が開始された｡訓練には,個人単位のもの,分団

単位のもの,および小間単位のものがあったが,そのうち一番中心になったのは,小団ごとの

訓練であった｡小団戦闘教練は,ブリタル市の東方約 15kmにあるカリブティ(Kaliputih)で

行なわれた｡そこには,田があり,畑があり,谷があり,河があり,村がありで,非常に変化

に富んだ地形をなしており,戦闘訓練には好適であった｡9)義勇兵たちは, 15kmの道のりを

歩いて,また,時には "かけあし"で訓練に向か うのであった｡

5)マラン在住の歴史家ステイ･ラノ､ユ (SutiRahaju)ならびにプラニョト･スチョアトモジョ(Pranjoto
Setjoatmodjo)姉弟とのインタビュー (1973年2月,マランにて)
6)Soehoed,op.cii.,pp.ll-12.
7)元ブリタル大田の教育中団長スカンダル (Sukandar)とのインタビュー(1974年7月,ジョクジャカル
タにて)｡彼自身は,義勇軍入隊前はブリタルの原住民小学校 (H.Ⅰ.S.)教師であった｡
8)現在ここは,工業中学校の敷地になっているが,正面には大きな兵士像があり,像の下の石碑には,
｢1945年2月14日,まさしくこの地点からスプリヤディ小団長の指導下に反日蜂起がスタートした｣と
記されている｡またその前の通りは,｢英雄通り｣(JalanPahlawan)と命名されている｡
9)Soehoed,op.cit.,pp.95-96.
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一定期間の基礎的な訓練が終わると,次には各申田ごとに分かれて,自分たちの受け持つべ

き地域-おもむき,防衛戦とゲリラ戦のための訓練が行なわれた｡第 1申団はブリタル市の東

方にあるクサンベン (Kesamben)で, "対空監視"の任務につくことになった｡一方,第2

中田は,ブリタル市の南方にあるセラソ (Serang)において, "海岸監視"の任務を得た｡第

3申団と第4中田は,引き続きブリタル市に残留していた｡10)

1944年7月以降大団は,陣地構築の命を受けて,南部海岸-向かった｡第1申団は,ジョヨ

ス トロ (Joyosutro)地方,第2中団は セラソ地方,第3中団はタムバック (Tambak)地方

へおもむいて現地に駐屯しつつ,陣地構築の仕事にたずさわった｡第4中団のみは,引き続き

ブリタル市に残りブランタス (Brantas)川のグロンドン (Glondon)橋およびカドマンガン

(Kadomangan)橋の防衛に当たった｡11)

1944年の10月以降は, ガンタン(Ngantang)渓谷での陣地構築の使命を受け,大団戦闘本

部はガンタン市-移動した｡第1申団はクリシック(Krisk)において,第2中団はカセソボン

(Kasenbon)において,第3,第4申団はガンクソ周辺において,それぞれ任務を分担した｡

また,一部将校の配置転換が行なわれたのもこの時期である.12)

1945年になると,大団全体が,北部海岸の トクバン (Tuban)での合同訓練を受けるように

との命令を受けた｡しかしながら,後述するようにこの訓練は,彼らが トゥバン-到着した後

に,突然日本側から中止を通告されたため結局実行されなかった｡そしてそこからもどって全

大団が再びブリタルに集結した時,反乱が勃発したのである｡13)

2.困窮するジャワ社会

蜂起の経過を見る前に,当時のジャワの社会的,経済的,政治的状況に関する若干の記述を

試みたい｡それは,第一に蜂起の原因をさぐる上で,第二に蜂起がジャワ社会に与えた影響を

知る上で重要と思われるからである｡

1943年末から加速度的に深まっていった日本軍の戦況の悪化は,兵砧基地として重要な役割

を諌せられていたジャワ経済にますます重圧をかけ,民衆の生活を圧迫し,強い社会不安をも

たらすようになっていた｡あらゆる物資は戦略物資であろうと民需物資であろうと軍の管理下

におかれ,農民に対しては厳しい強制供出政策がとられていた｡その結果,ジャワ社会におけ

る食料,衣料その他の必需物質の流通量は著しく減少し,民衆の経済生活は極端に圧迫されて

いた｡また日本軍はこのような経済搾取のみならず, ｢労務者｣の徴発という形で露骨な労働

10)Nugroho,oP.cit.,p.13ならびに Soehoed,oP.cii.,p.97.
ll)Soehoed,ob.cii.,p.123ならびに Nugroho,oP.eii.,p.13.
12)Soehoed,p.131& p.185.

13)Nugroho,op.cit･,p･14.
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力の搾取も行なった｡この対象となったのほ16才～40才までの男性,および16才から25才まで

の独身女性で,形式上は応募という形をとっていたが,実際は村長らの手をかりてあらゆる強

制によって徴発したのであった.14)

政治的には,結社,集会,言論の自由を奪われ,ジャワ侵攻前に日本軍が約束していた民族

歌や民族旗の使用も禁止され,その一方で,大東亜共栄圏思想や新秩序というような日本の価

値体系を強要され,民衆は動員力を高めるため各種の翼賛組織の申-組みこまれていった｡憲

兵隊による弾圧の厳しさも民衆を恐怖におとしいれていた｡こうしてジャワ上陸当時の ｢解放

者｣としての日本のイメージは,はるかかなたに消え去り残忍な ｢抑圧者｣｢支配者｣として

のイメージが前面に押し出されてきた｡

もちろん,宣伝班を中心とする巧みな宣伝活動や民族意識をある程度満足させるような懐柔

政策によって,日本側は絶えず彼らの心をひきつなごうと試みていたが,1944年後期になると

それももはや限界に達していたのであった｡現に1944年の春から夏にかけてジャワの各地で反

日抵抗事件が発生していた｡たとえば,1944年2月18日には,プリアンガン州タシクマラヤ県

で,回教指導者に率いられた農民の反日暴動事件が発生した｡その直接の理由は,米の強制供

出に対する農民たちの不満にあったといわれる｡ さらに同じ年,チレポソ州のある農村で,日

本軍の指示を忠実に実施しようとする県長,郡長に対して,住民が2回にわたって暴動を起こ

した｡このほかに,謀議段階で発覚し,未遂に終わったものとしてモホタル事件がある｡ これ

は,当時ジャカルタ医科大学の細菌学の教授であったモホタル博士が,予防接種液に破傷風菌

を混入させて日本人殺害を計画したというものである｡15)

そのような時, 1944年9月の帝国議会における小磯首相の演説の中で, 民心把握のための

最後の手段として,将来東インドに独立を与えることが発表され,一時的な緩和剤の役割を果

たした｡イソドネシ7人の政治参加が拡大され,義勇軍も拡張され,民族旗,民族歌の使用も

再び許されるようになった｡しかしながら,年があけて1945年になっても,インドネシア独立

のための具体的な政策は何一つうち出されず,民衆の不満は再びうっ積してきた｡日本軍は依

然として強力な権力を維持しており,インドネシア民衆の生活はますます苦しくなり,日々の

糧さえも十分得ることができなくなってきた｡独立の時期も明示されない上,それに向けての

準備も何一つ開始されていなかった｡その一方で,時おり様々な秘密ルートで伝えられる戦況

は,加速度的に日本軍にとって不利なものになりつつあった｡1945年2月14日,ブリタルの義

勇軍が立ち上がった時のジャワをとりまく状況は,そのようなものだったのである｡

14)早稲田大学社会科学研究所編 『インドネシアにおける日本軍政の研究』 (紀伊国屋書店,1959)p.310
および p.312.
15)同上,pp.203-205,
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白石 :ブリグル反日蜂起の史的考察

ⅠⅠ 蜂 起

1.原因と目的

ブリタルの義勇軍を 武装蜂起-と立ち上がらせた原因は 何だったのであろうか｡ そしてま

た,彼らの運動が目指していたものは何だったのであろうか｡のちに大団長スラフマッドが語

ったところによれば,蜂起の指導者スプリヤディ Soeprijadiが大団長も計画に参加するよう

勧誘した時,蜂起の原因と目的について次のように述べたといわれる｡16)

1.民衆,特に労務者たちの悲款をこれ以上見るにしのびない｡

2.周囲の日本人の倣慢さと残酷な行為をこれ以上我慢できない｡

3.日本をはじめとする諸外国から何ら干渉を受けない真に自由な独立を求めたい｡その

ためには贈 り物としての独立を待つのではなく武力でかちとらねばならない｡小磯首

相が約束した "将来の独立"はでたらめで自分は信じていない｡

一方,元ブリタル大団教育担当中団長であり,蜂起に参加して15年の刑を受けたスカソダル

(Sukandar)は蜂起の原因を次のように述べている｡17)

1.陣地構築作業を通じて知った労務者の悲惨な状況に対する怒 り｡

2.日本人指導者の義勇軍に対する侮辱的な態度ならびに "独立の約束"と矛盾するよう
●●●

な言動｡ 例えば ｢お前達は馬鹿だから独立なんかできないのだ｣ ｢ギュ--イ (義勇
●●●

兵)なんかスイギュ- (水牛)と同じだ｣というような発言｡また,一般に義勇軍将

校はより下位の日本軍兵士に対 しても敬礼することを要求され,将校としての威信を

しばしば傷つけられていた｡

3.インドネシア女性に対する日本人の性的な搾取に対する怒り｡18'

4. ｢組合｣の名において行なわれる経済的搾取に対する怒 り｡

インドネシア国軍史研究所編の 『インドネシア民族武力闘争小史 (SedjarahSingkatPer-

djuanganBersendjataBangsalndonesia』(Jakarta1964)ならびにイ ドゥリスの 『ブリタル

義勇軍反乱 (PemberontakanPETAdiBritar)』 の中に述べられている原因もはば同様の内

容である｡

以上のことから,蜂起の原因は,主として(1)日本の占領政策の苛酷さに対する不満,(2)周囲

の日本人,特に指導者の悪態に対する感情的反発,(3)引きのばされている独立の約束に対する

不信といったことにあり,またその目指すところは,贈 り物としての独立を拒否し実力によっ

16)Nugroho,oP.cit.,p.25.なれ 大団長とスプリヤディは,伯父と甥の間柄であったといわれる｡
17)同氏とのインクビ,.- (前述)
18)例えば,多くの女学生が東京へ留学させるという名目で連れ去られたが,現実にはスラバヤで娼婦にさ

せられたという｡
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て独立を奪取すること,もしくは奪取すべきことを示すこと,にあったと考えられる｡

ところで,この蜂起の背後には何らかの反日地下運動との政治的なつながりがあったのであ

ろうか｡これに関してケーヒン (Kahin)はアミル ･シャリフディソ (AmirSjarifuddin)を

中心とする反目地下抵抗組織によるオルグ活動があったと述べている019)彼によれば,日本軍

政下の主要な四つの反目組織はいずれも義勇軍-の浸透工作を行なっていたが,そのうちブリ

タルを含む東部ジャワで活動していたのがシャリフディソのグループであったという｡ しかし

ながらこのことは,その他の研究書においても,あるいはまた関係者の証言によっても他に傍

証を得ることができない｡またケーヒソ自身この情報源を明示しておらず,この説はあまり信

愚性がないものと思われる｡ その他の資料から知り得る限りでは,この蜂起は特に特定の政治

色を持った団体との結びつきはなかったものと思われる｡

2.準備会談

反乱が誰によって,いつ,どのように発案され,どのような形で具体化したかは,首謀者と

言われている人々が皆死亡したり行方不明となってしまった現在,深く知ることはできない｡

ただ参加者の多くの者の証言をあわせると,一般には第3中田の第1小団長スプリヤディが発

案者であったと言われている｡ またヌグロホほ,首謀者としてこのほかにムラディ(Moeradi)

小団長 (当時大団副官),-リル (Halir)分団長 (炊事係分団長)およびスナント(Soenant)

分団長 (第3中団の指揮班長)の三人の名をあげている｡スフッドによれば最終的な準備会議

に出席したのは,スプリヤディ,ムラディ,スバルヨノの3小団長とスナント分団長であった

という｡

スプリヤディは,1923年 トゥレンガレック (Trenggalik)に,中級官吏の息子として生まれ

た｡祖父はケドゥソ･ワル (KedungWaru)の副郡長,父はポノロゴ (Ponorogo)やケル ト

ソノ(Kertosono)の郡長 (ウェダナ)を務めた伝統的なプリヤイの家系であった｡スプリヤデ

ィはポノロゴのヨーロッパ人小学校 (E.R.S)ならびに原住民中学校 (Mulo)を卒業したのち,

マゲラン (Magelang)の原住民中堅官吏養成学校 (M.0.S.V.I.A)に進んだが,2年生の時日

本軍の侵攻となり学校は閉鎖された｡当時ケル トソノ (ブリタル市の北)の郡長をしていた父

は親蘭派とみなされ,家は日本軍の命令で民衆たちに破壊されてしまったため,一家は財産を

失って逃げまどった｡やがて平和が確立すると共に一家はケル トソノにもどり,父も再びこの

地の郡長としての職を得た｡M.0.S.Ⅴ.Ⅰ.A を中退したスプリヤディは,やがてスラバヤの工業

学校-進んだが,在学中に抜擢されて日本軍参謀部別班の運営するタンゲラン青年道場へ入

隊した｡これはインドネシア人特殊要員養成のための機関であったが,ここでの訓練が完了す

19)Kahin,GeorgeM..Nationalism andRevolutioninIndonesia(Ithaca:CornellUniversityPress,
1952)p.114.
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る頃,義勇軍が設立されたため,スプリヤディは他の仲間たちと共に自動的に義勇軍幹部要員

としてボゴール錬成隊-送られた｡訓練終了後小団長に任官し出身地クディリ州のブリタル大

団へ配属されたのである｡BO)

スプリヤディは,面長のほっそりした体格で,無口で物静かな性格の青年だった｡非常に神

秘主義的で,子供の頃から断食や冥想にふけることが多かった｡ある時は1時間も太陽を見つ

めていたり,ある日は果物ばかり食べたりという変わったところもあった｡そして感情をあま

り表に出さず自制心の強い人でもあった｡21)彼の神秘主義的な人格にまつわる次のような話も

ある｡ 小学校の2年生の時,医師も祈薦師も手に負えないような大病にかかりどんどんやせ衰

えていった｡高熱が1カ月ほど続いたのち母を呼んで,｢明朝僕は病気が治る｡ 夕方5時に青豆

のおかゆと青いバナナを用意してほしい｣と語った｡すると彼の言葉は本当になり翌夕5時ま

でにはすっか り平熱にもどってしまった｡それ以後どんどん体力が回復し2カ月後には学校へ

もどってきた｡のちに語ったところによれば,スプリヤディは病気になる前に町の広場 (alun-

alun)-行き,ジャム (jamu) というジャワ伝来の薬を売っている男に会い占ってもらった

ところ ｢あなたはやがて病気になるがそののちに特別な力 (wahyu)を得るだろう｣と言われ

たそうである｡22)このような物静かで隠者のような神秘主義的な雰囲気をただよわせていたス

プリヤディに対して,ムラディ小団長とスバルヨノ小団長は武人 (クシャトリア)らしい剛健

さとエネルギッシュな性格を持っていた｡23)

ヌグロホによれば24),反乱計画のための第 1回秘密会談が開かれたのは,反乱の五カ月前,

即ち1944年の9月のことであった｡会談を主宰したのはムラディ小団長であり,一方反乱の筋

書と動機に関する一般的な手引きを与えたのはスプリヤディ小団長であった｡この会議に出席

していたのは,この2人のほかに4人の小団長と6人の分団長計12人であった｡25)会談が行な

20)スプリヤディ小団長の母ススリ(Susulih)とのインタビュ- (1973年2月,ブt)タルにて)｡
21)スカソ'/ルとのインタビュー (前述)ならびに Soehoed,OPICii.,pp･142T1431
22)スプリヤディの母とのインタビュー (前述)0
23)SoehoedoP.cii･,pp･142-143･
24)以下,反乱の準備過程に関して,特に断りがない限り,Nugroho,oP･cii･,pp･20-29による｡
25)その12名の氏名と階級,ならびのちに下された判決は,次のとおりである｡
スプリヤディ (Soeprijadi)
ムラディ (Moeradi)
ス-アイ (Soehadhi)
スマルディ (Soemardi)
パルト-ルジョヨ (Partohardjono)
スキャット (Soekijat)

小団長 (第3中団) 行方不明
小団長 (大団副官) 死刑
小団長 (兵 器 係.) 7年
小団長 (経 理 係二) 15年
小団長 (物 品 係) 15年
小団長 (第3｢回司) 離脱

スヨノ･ラノ､ルジョ(SoejonoRahardjo)分団長 10年
スナント (Soenanto) ク 死刑

-リル (Halir) /y
ソッフアン (Sofchan) ク
スカユニ (Soekaeni) //

タルムジ (Tarmoedji) ク

年
午
年

7
7
7
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われたのは,義勇軍兵舎内の-リル分団長の部屋であり,裏の憲兵隊からわずか 100m しか離

れていなかった｡スプリヤディは会談のはじめに ｢ここに出席している者は皆平等で階級の差

はない｣と述べて全員に階級章をはずすことを求めた｡スプリヤディは,市外-出て労務者た

ちと共に働いた時,多くの人々が日本の圧迫のもとに非常な苦 しみを受けているのを見ていか

に怒 りに燃えたかを出席者に思い起こさせたのち,日本軍に対 して反乱を起こすとすれば賛成

するか否かをたずねた｡直ちに全員が賛成を表明した｡この日の話し合いの結果,最後に次の

ようなことが決定された｡

1.ブリタル市の一般市民の中から協力者を探し求め,彼らと接触を深める｡

2.他の大団にも同時蜂起を働きかける｡

3.反乱の目標および計画について,それぞれの部下たちに説明する｡

第2回目の会談が開かれたのは,それから二カ月後の,1944年11月中旬のことであった｡場

所は同じく-リルの部鼠である｡ 前回の会談以後の各自の活動報告が行なわれたが,それを上

記の決議に則して要約するとおよそ次のようであった｡

1.先ずブリタル市民との提携に関してはまだ何ら可能性は見出されていない｡

2.いくつかの大田との連絡はすでにとられた.26)

3.同僚や部下たちは大部分が参加する見込みがある｡

またマラン(ブリタルの東)ではすでに AntilndonesiaMerdeka(反インドネシア独立A.I.M)

という地下抵抗組織が作られたということが報告された｡

第3回目の会談は,1945年 1月中旬に,大田全部が, トゥバン(Tuban北部海岸)-出発す

るためにブリタルに再結集した時に開かれた｡ここでは, トゥバンで合同訓練を受ける予定の

他の10個大田を誘って-勢に蜂起する計画が練られた｡その計画によれば,ブリタルに残留し

ている一部の者が,蜂起発生と同時に大団の武器をすべてマディウソ (Madium)へ運ぶこと

になっていた｡ トゥバン-は1月19日に出発した｡ トゥノミソ-向かう車中で,スヨノ･ラ-ル

ジョ(SoejonoRahardjo)は秘密会談の全参加者に弾薬を分配した｡ところが, トゥバンに着

くと他の大同はきておらず,突然合同訓練が中止され, 1週間後に全員ブリタルへもどるよう

に命ぜられた｡おそらく日本側が,義勇兵たちの何らかの動きを察知 して,-カ所に多くの兵

力を集結させておくことの危険性を感じたためであったらしい｡ かくして, -勢蜂起はおろ

か,他の大田と連絡をつける機会さえ失われてしまったのであった｡

2月1[=こなって,第4回日の秘密会談が行なわれた｡この席上スプリヤディは,すでに計

画が憲兵隊に知られているからとの理由でその夜すぐに蜂起することを主張した｡しかし他の

者たちは,長い旅から帰ったばか りで部下たちはまだ疲れているからと言って反対した｡

26)ヌグロホほ次の地方の大開の名をあげているO

トゥルソガグソ,クディリ,マラン,ルマジャン,マディウソ,スラバヤ (以上東部ジャワ),ジョ

クジャカルタ (中部ジャワ),ジャカルタ,タンゲラン,バンドゥソ(以上西部ジャワ)
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その後2月5日に,隣接の トゥルソガグソ大団(TulungAgung-クディリ第1大団)との

間で小団長の柔剣術の合同訓練が行なわれることになり,ブリタルの小団長たちは トウルンガ

グン-おもむいた｡訓練が終わって休憩していた時,両大団の一部の小団長の間で蜂起に関す

る話し合いが持たれた｡そo)中でブリタルの小団長は,蜂起の計画を述べ,いったん開始した

なら直ちに トゥルソガグン-連絡員を送ることを申し合わせた｡27'

その後 2月9日に, 第5回目の会談がもたれた｡ スプリヤディは, 再度蜂起を決行するこ

とを促したが,まだ他の大団から共闘の具体的な連絡がきていないとの理 由で再び拒否 され

た｡なおこの時,義勇兵たちが師と仰いでいたバ ･ベンド(MbakBendo)という予言者が蜂

起にはまだ時期が早いと忠告したことも影響していると考えられる｡また,この頃までにほ,

プリタルの民間の有力者たちとの間にも蜂起に関してかなり連絡がとれていたようである｡例

えば, ブリタル師範学校の学生 リーダー, スマリ (Soemali)らを初めとする青年たちと連絡

がとれた｡28'また,元ブリタル県長プリアムボ ド(Prihambodo),スカルノの義兄で戦前国民

党党員であったワル ドヨ (Wardojo), ブリタル市参議会議長 アブドゥル ･ワシス (Abdul

Wasis),中国人医師タン (Dr.Tan)なども蜂起計画をうちあげられ賛意を表していたが,ま

だ時期尚早というのが一般的意見であった｡タン夫人が ドイツ人であったため日本軍の信頼も

あつく,それをかくれみのにして,禁止されていた海外放送を聴取していたので義勇軍の将兵

たちにも正確な戦況が伝わってきた｡それによれば,日本軍は苦戦を重ねており,彼らは｢4
-5月頃にはジャワにも連合軍の大規模な空襲が開始されるであろうから,その時期をみほか

らって蜂起するのが最も有効である｣と考えていた｡29) またこの頃日本軍が反目的パモン･プ

ラジャ (pamongpraja)のブラックリストを作り殺害を予定しているという噂があり,パモ

ン･プラジャの問に恐怖をよび起こしていた.30)

そのような中で, 2月11日午後大団内で次のような事件があった｡午後3時頃指導下士官田

中伍長が飲酒して刀をふりかざして大田内であばれ, ｢スプリヤディはどこだ｡あいつは反乱

を起こし日本人を皆殺しにすると言っている｡ 悪い奴だ｡殺してやる｡｣などとわめきだした｡

田中伍長は憲兵隊から蜂起計画を知らされていたのであった｡居あわせたスカソダル中団長が,

サ ッカー場で訓練中のスプリヤデ ィのもと-かけつけ事件を知らせ,危険だから大団-もどら

ずどこかへ逃げるようにと助言した｡スプリヤディはこれに従い,そのまま姿を消してしまっ

た｡この間スプリヤディは,これまでにもたびたび彼らに影響を与えてきたバ ･ベンドのもと

27)Idris,op.cit.,pp.35-36.
28)Zbid.p.34.
29)Zbid.p.37.

30)Zbid.p.80.

東部ジャワだけで,1942-45年までの間に,県艮 10名,郡長 4名,副郡長 8名,その他多数のパモ
ソ･プラジャが日本軍によって殺された｡その中には,オランダ時代最後のブリタル県長であったプ
リアムボド(Prihanlbodo)もいる｡
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へ助言を乞いに行っていたのであった｡31)

一万大田では,大団長や岩淵少尉らが田中伍長をとりなし,事件は一応解決していた｡しか

しこの事件後,突然岩淵少尉から,訓練に必要な一部の武器を除いてあとはすべてスラバヤ-

送 り返し,また各中田を再び市外-送り出して分散させるという計画が伝えられた｡また13日

朝,教育中団長 スカソダルは通訳として岩淵指導官に同行して警察-出頭させられた｡その

時,参議会議長のアブドゥル ･ワシスも警察-呼ばれていた｡彼は,かつてイスマイル中団

長から蜂起計画を打ちあけられ援助を求められていたのであるが,警察に追求されて口を割っ

てしまった｡もっとも警察のほうは,それ以前に事実をつかんでおり,アブドゥル ･ワシスに

はただそれに対する確証を求めただけであったといわれる｡32)

スプリヤディは13日夜になって突然大田-戻って来た｡ 軍服をぬぎ,半袖のうす茶のシャツ

に濃赤のサロンという姿であった｡腰には先祖伝来のクリス(短剣)をさし,左手には軍刀を,

右手にはピストルをにぎっていた｡彼は仲間たちを集め,その夜のうちに直ちに蜂起を決行す

ることを提案した｡ ｢計画がもれてしまった以上間もなく憲兵隊の手がのびてくるであろう｡

憲兵隊にむざむざ殺されるくらいなら,蜂起を決行したほうが良い｡｣また,｢他の大団との連
絡はまだとれていないが,ブリタルが立ちあがれば彼らもあとに続くだろう｡｣という判断によ

るものであった｡仲間たちも今回はスプリヤディの意見に賛成した｡かくして,いよいよ1945

年2月14日午前3時,ブリタル大団の反日武力蜂起が点火されたのである｡

3.蜂 起

蜂起は,1945年 2月14日午前3時,迫撃砲発射を合図に,その火ぶたを切った｡それに先だ

って,スプリヤディは住民の問でパニック状態が起こるのを避けるために電話局-行き,ブリ

タル県長サマディクン(Samadikun)と,ブリタル市長モホタル ･プラブ･マンクネゴロ(Moch-

tarPrabuMangkunegoro)と警察に電話をかけ,大田はこれから実弾を使っての訓練を行な

うので,住民は静かに家の中に留まっているようにと伝えた｡ この間,ス-ディ (Soehadhi)

およびスヨノ･ラ-ルジョ分団長が,兵器庫からとりだした武器を各小団に分配した｡さらに

眠っていた義勇兵たちに非常呼集がかけられ,着衣して整列するよう命じられた｡そして,集

まった義勇兵たちを前にして,スプリヤディとムラディが反乱計画を説明し,訓示を与えた｡

参加したくない者はぬけても良いと説明されると,何人かの兵士はその言葉に従った｡さらに

この時,二つの重要な命令が与えられた｡その一つは,同胞には決して銃を向けてはならない

ということ,もう一つは,出会った日本人をすべて殺せということであった｡

そのように準備が整ってから,迫撃砲の発射によって攻撃が開始されるまで全員はいったん

31)スカソダル中団良とのインタビュー(前述)0
32)同上
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休息を命ぜら九,装備をつけたまま仮眠をとった｡兵舎外の自宅で眠っていたパル ト-ルジョ

(Partohardjo)小団長は,迫撃砲の音を聞いてただちにかけつけ,自宅に保存してあった紅白

旗 (民族旗)を大団前の広場に掲揚した｡かくして準備は整い,反乱の幕は切って落とされた

のであった｡33)

迫撃砲の合図に続いて,まず,クスニ(Koesni), トゥヌス(Toenoes)両分団長が,大団に

隣接した指導官邸と,裏手の憲兵隊を重機関銃で攻撃した｡しかし,指導官はたまたま不在,

また憲兵隊は事前に危険を察して逃げていたので,双方とも被害はなかった｡34)

それに続いて,プジ(Poedji),アミン(Amin)両分団長に率いられた部隊が市内-くり出し,

電話局,日本人経営のホテル,日本人警察官官舎などを襲撃した｡電話局では電話線を切断し

て通信を不可能にした｡この間,姿を現わした日本人電話局長を射殺した｡

また,警察官官舎ではかねてから彼らのブラック･リストにのっていた日本人警察官片岡を

自宅に襲い射殺した｡ホテルでは日本人経営者を負傷させた｡35)

ムラディに率いられた他の一隊は,日本人がしばしば出入りしていた混血女性の家を襲い,

そこで日本人 2名とその女性を射殺した｡ ついで親日的な華僑責了良一家 を襲って家人数人

を戸外-連れ出して殺害したり負傷させたのち,さらに路上で出会った華僑男性 1名を射殺し

た｡86)しかるのちにブリタル刑務所を襲い,監守に全政治犯を釈放するよう命じた｡しかし誤

解が生じて刑事犯まで合計258人が釈放されてしまった｡この時,中国人の囚人は残されたと

いう｡37)このことは,上述の中国人殺害と共に,彼らの民族意識の性格を理解する上で注目に

値するだろう｡ 彼らはさらにそのあと,釈-行って汽車の運行を妨害して市内での活動を終了

した｡一方スカソダル中団長らは,倉庫を解放して中の物資をブリタルの人民に分け与えた｡

このために彼はのちに日本側から共産主義者だと疑われたという｡38)

ところで,この突然の蜂起開始 に日本側 はどのように応対したのであろうか｡ ブリタル大

団では,この夜専任指導官岩淵少尉は大団長宅を訪れていて不在,また木村少尉はスラバヤ-

行っていて留守であった｡39)事件の報告は,残っていた指導官たちによって,まずマラン-知

らされ,マランの州庁関係者の手で直ちに東部防衛隊40)-報告された｡当時,東部防衛隊配下

33)Nugroho,oP.cit.,pp.30-31.
34)Zbid.pp.30-31.

35)Ibid.p.44.ならびに元義勇軍指導部将校山崎一中尉の筆者あて書簡 (1975年7月19目付)｡
なお,山崎中尉は,のちの軍律会議において判士をつとめた｡

36)Ll順一の書簡ならびに当時ブリタルに住んでいた-中国人女性 (匿名希望)とのインタビュ- (1974年
2月,マランにて)0

37)AsiaRaya(インドネシア語日刊紙)1945年6月3日付ならびに Nugroho,oP.cit.,p.45.
38)スカンダル中団長とのインタビュー (前述)0
39)山崎-の書簡 (前述)0
40)当時ジャワの日本軍は16軍の指揮下に,東都,中部,西部の三地区防衛隊を設置していた｡東部防衛隊
は,スラバヤに司令部を置き,第28混成旅団を基幹としていた｡
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の日本軍部隊はすべて中部ジャワのスマランでの合同演習に参加してお り不在であった｡14日

朝ブ1)タル大田が蜂起したという報を うけたのち,マラン大隊 (隊長片桐寿大佐)41)は直ちに

クディリ-もどるよう命じられた｡彼らはクデ ィリを根拠地としてそれ以後反乱軍の討伐に当

たることになった｡ しかしこの時弾薬はいっさい与えられなか-)たとい う｡42)

一万ジャカルタでは,軍司令部は東部防衛隊長岩部少将からの報告で事件を知り,ただちに

義勇軍指導部に連絡をとって,馬杉情報参謀と山崎-大尉 (義勇軍指導部)を空路マディウソ

-出発させ,そこからさらに車で現地-向かわせた｡その後遅れて15日に,義勇軍司令部 か ら

苗木竜夫,井上常三両嘱託とモゴット小団長,軍政監部から宣伝部の清水斉がかけつけた｡43)

ところで,蜂起軍の動きに眼を転 じてみると,このあと彼らは4隊に分かれ,ブリタルから

それぞれ東西南北の進路をとってケルット山めがけて進軍した｡当初の計画では,蜂起軍を三

分し,マラソ,パレ,ジョクジャカルタを指して進み現地の大田を一緒に立ちあがるよう勧請

する予定であったが,準備不足のため,この長距離の進軍は中止された｡代わ りに,ケルット

山中に集結 して,そこで抗戦 しつつ他の大団の蜂起を待とうと考えたのである｡ これ以後の蜂

起軍各部隊の動きはほぼ次のようであった044)

<北方部隊>

北方部隊は,第 3中田の第 2小団長スナルジョの指揮下にあ り,大部分は彼自身の小団の兵

から成っていた｡その数は30-40名であったと思われる｡ この部隊には最初スプリヤディも加

わっていた｡ しかし北方部隊がブリタル市の北方のクレンチェソ村まで来た時,スプリヤデ ィ

はスナント分団長の指揮下にある東方部隊に会 うためガンドゥサ リ-行きたいと述べ,二人の

親衛隊員を連れて本隊を離れたのである｡ そ してそれ以後今日に至るまで行方不明になってい

る｡

クレンチェソ村でスプリヤディと別れて後本隊は夜明け頃キアイ ･-ジ ･ガブ ドゥラ- ･シ

ラッド (KjahiHajiNgabdullahSirad)の経営する同村内の回教学校に入った｡ 彼 らはこの

日一日ここに留まって休息 した後,夕方6時頃ガルム (Garum)を目指 して出発した｡出発前

にキアイ ･-ジ ･ガブ ドゥラー ･シラッドは兵士達を祝福した｡

部隊はその後カランレジョ(Karangrejo)からカランタフソ(Karangtahun)を経てグレゴッグ

41)この大隊は,東部防衛隊指揮下の独立歩兵第156大隊で,マラン,クディリ両州がその管轄地域であっ
た｡この指揮下にてラン市に3個中隊,クディリ市に1個 中隊,ルマジャンに1個中隊が配属されてい
た｡なお,ブリタル市内には,憲兵隊以外の日本軍は配置されていなかった｡

42)元片桐大隊下の駐マラン中隊長松田恒男大尉とのインタビュ- (1975年7月,東京にて)｡

43)山崎-の書簡｡

44)蜂起の経過に関しては,ヌグロホと,スフッドの著作の問に食い違いが見られるが,本稿においてほ,

特に断りのない限り,ヌグロ,1-1の説に従って記述し,スフッドの記述は必要に応じて参照するにとどめ
たoそれは,ヌグロJl二の研究は,スフッドの記述をふまえた上でさらに他の多数の関係者に直接面会し
て得たデータに基づいてまとめられたものであり,より信愚性があると考えられるからである｡
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(Nglegok)-着いたが,ここでもまた,回教指導者キアイ･-ジ･ム-マッド･ホリル(KjahiHaji

MuhumadCholil)の手厚い保護と援助を受け一夜をここで過ごした045)そして翌15日の朝,指

揮者のスナルジョ小団長は部下を集めて,自分たちは既に トゥルソガグンの義勇軍によって包

れていることを伝えた｡インドネシア人同胞には決して銃を向けてはならないという指示を受

けていたので,彼らはこの義勇軍にも抵抗しないことを決め,部下たちに一人一人逃げるよう

に命じた｡その命令に従って部隊は解散し,義勇兵たちは制服を脱ぎ武器を捨て,いくつかの小

グループに分かれて散っていった｡しかし大部分の者はその日のうちに捕えられた｡自分の村

へ帰りついた者もいたが,彼らも後日,上官であるチプト-ルソノ中団長によって捕えられた｡

こうして全く交戦せぬうちに北方部隊は,あっけない終局を迎えたのである｡

く東方部隊>

東方部隊はスナント分団長の指揮下に第3申団の二つの小団を主たる戦力としていた｡その

他に大団本部所属の将校が5人 (中団長2人,小団長3人)とスカルディ(Sukardi)に率いら

れた1分団 (第4申開第3,｣､団第3分団)が加わっており,全体で約60名を擁していた｡小団

長や 中団長をさしおいて分団長たるスナントが この部隊の指揮権を振ったということは,こ

の反乱軍の性質を知る上で興味深いことである｡ 即ち第1回目の秘密準備会談でスプリヤディ

が ｢我々は皆平等である｣と言って各自階級章をはずしたその精神が,このようなところに生

かされている｡ ここでは,日本軍によって作られ与えられた階級など全く意味を持っていなか

った｡ただ人望と指導力がありさえすればそれで充分 "人民軍"の長として活躍し得たのであ

った ｡

ところで,この東方部隊の出発に際して一つのエピソードがある｡ 兵舎の前で指揮者のスナ

ント分団長は ｢インドネシアは独立するであろう｡ (ⅠndonesiaakanMerdeka!)｣と書かれた

ポスターを引き降すように命じた｡そして "akan(～であろう)" と書かれた部分を短剣で引

き裂いて ｢インドネシアは独立する(IndonesiaMerdeka)｣と改めた後に再び掲げるように命

じた｡これは象徴的な出来事である｡ ｢インドネシアは独立するであろう｣という未来形で書

かれた初めのポスターは即ち日本製の "後日の独立"を意味している｡それを ｢インドネシア

は独立する｣という現在形に直したことによって日本製の独立を拒否し,今ここで自分たち自

らの手によって独立を勝ち取るのだという強い意気込みを表わしたのである｡ この事実からも

この蜂起が単なる抵抗ではなく, "インドネシアの独立"を展望していたということが うかが

えるのである｡

か くして東方部隊は出発し,ほどなくガルソ(Garun)に着いてこの地の砂糖工場で休息し

45)蜂起軍を授けた二人の回教指導者は,後日,日本軍憲兵隊から厳しい取り調べを受けた｡ガブドゥラー
･シラッドは逮捕され,後獄死した｡ム-マッドのほうは捕えられて苛酷な尋問を受けたが,運良く釈
放された｡
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た｡ 彼らは指令通りにこの工場内の日本人を探したが, 工場の建物はどれも無人だった｡ 工

場の事務所を破壊した後,彼らは再び出発し,ベンチェ (Bence)千,前方から車でやって来

た日本人民間人に出会いこれを射殺した｡ベンチェを通過すると,夜が明けてきたので危険を

感じて裏道-入り,スンベルアグソ(Sumberagung)を目指して進軍した｡途中ケンダルレジ

ョ (Kendalrejo)ゴム農園で事務所をかき回していった｡

午後2時にスソベルアグン-着いた時,日本軍が空襲をかけてきた｡しかし彼らはともかく

休息し,村長をはじめとする村民たちから食物を与えられた｡

しかし間もなく,前方からブリタル大田第3中団のチプト-ルソノ中団長を長とする義勇軍

がやって来た｡彼らは反乱軍を大田まで連れ戻すようにとの命令を受けてやって来たのであっ

た｡初めこの軍隊を見た時,イスマンギル (Ismangil)中団長は発砲するようにと主張したが

他の将校たちがそれを許さなかったと言われている｡ 同胞には銃を向けるなという最初の指令

をあくまで忠実に守 り通そうとしたのである｡ やって来たチプト-ルソノrij団長は部下たちを

集めて訓示を垂れ,彼らを降伏させてブリタルに連れ戻すことに成功した｡

かくして,東方部隊の進軍も,一度も交戦せぬうちに終息してしまったのである｡

<南方部隊>

大団本部要員によって構成されていた南方部隊は,さらにこっのグループに分かれ,終始行

動を別にした｡大きいほうのグループはダスリップ (Dasrip)小団長 (大団旗係)とイマン･

バクリ (ImanBakri)分団長の指揮下にあり,彼らは大田を出てからガプラン(Gaprang)を

通過し,さらに ドゴソ(Dogong)にてブランタス川を渡ったところで夜が明けた｡そこでべテ

ット(Betet)山に登り宿営をした｡この朝,頭上には多数の飛行機が低空飛行を続けていた｡

彼らはこの山にいったん落ちつき,ここから麓のロドヨの郡長兼警察官と連絡をとった｡郡長

は彼らに食物を提供してくれた｡日が暮れてから彼らはロドヨ-向かって下山し始めた｡その

途中,酉の方からクディリ大団の義勇軍がやってくるのに出会った｡そのクディリ軍の中から

"竹山"という日本人指導官が出てきたので,反乱軍は当初の指令通り発砲した｡しかし不運

なことに,それはクディリの義勇兵に当たってしまった｡クディリ軍は反撃してきたので,反

乱軍は退散し,その夜はブロンドソ (Glondon)橋付近に泊った｡ この時逃亡した兵が何人か

おり,その中には何と指揮者のダスリップ小団長も入っていた｡翌15日に,彼らはロドヨ経由

でブリタル大団から,全員ただちに帰るようにとの電話命令を受けた｡バクリ(Bakri)分団長

は大団長自らの命令でなければ帰らないと答えた｡後に再び電話があり,また同じ返事がくり

返された｡するとしばらくして本当に彼らの大団長スラフマットが,チプト-ルソノ中団長を

伴ってやってきたのである｡ 大団長は,反乱軍全員に向かってすぐ大団-もどるようにと命令

した後,ジャワ語でバクリ分団長に次のように言った｡ ｢父親一人を大田に残しておいて,お
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前は何という子供だ｡ 日本はまだ強いから反乱はうまくゆくまい｡｣拒否した者も何人かいた

が,大部分は大団長の命令に従ってブリタルへ帰っていった｡彼らは,大団長の背後に日本の

力が存在していることを忘れていたのである｡

一万,もう一つのグループはタルムジ(Tarmudji)に率いられて進軍し,グロソドン(Glon-

dong)橋を渡ってロドヨで一夜を過ごした｡そして翌15日はバチェム (Bacem)を経てセラ

ンを目指し,途中クラタック (Klatak)川で夜を明かした｡16日にジャルワディ (Djarwadi)

分団長が訪ねてきて, ｢反乱は成功しない｡他の大団は共鳴するどころか,むしろ君たちを包

囲Lにきている｣と伝えた｡かくして,砲火を交えることもなく,南方部隊も大団-連れ戻さ

れたのであった｡

く西方部隊>

西方部隊は, 計画の当初から中心的役割を果たしていたムラディ (大団副官), スバルヨノ

(第2申団第1小団), S･ジョノ (第 1中団第3小団) の三人の小団長によって率いられ,

200人を擁する大部隊であった｡この部隊は,前述したように,まず市内各所を襲撃したのち,

北方に進路をとってガンチャル (Ngancar)の森に集結した｡ 進軍の途中各地で,日本軍の連

絡を妨げるため電線を切った｡また農園を通過する際には日本人を探したがもう全部逃げた後

だった｡ガンチャンの森で野営したが,ちょうど雨季だったため,部隊はずぶぬれになり寒さ

に震えていた｡

日本軍は,他の部隊に対して試みたのと同じように,最初,大団の上官 (-ッサソナワウイ中

団長)を使っての連れ戻しを計ったが失敗した｡派遣された-ッサンナワウイ中団長は,反対

に部下達によって抑留されてしまったのである｡ そこで,ジャカルタから15日にかけつけてき

ていた宣伝部の清水斉が,義勇軍たちの信頼の厚いバ ･ベンドのもとをたずね,仲介を依頼し

た｡しかしバ ･ベンドは, ｢ムラディはまちがっていない｡まちがっているのはあなた方日本

人のほうだ｣と言って清水の要求を聞き入れようとしなかったとい う ｡ 日本側はさらに防衛義

勇軍特設遊撃隊やジャカルタの義勇軍指導部から何人かの義勇軍将校を工作に派遣した｡その

中にはタンゲラン道場でスプリヤディと同期だったスチプ ト(Soetjipto)申団長やダーソ･モ

ゴット(DaanMogot)小団長もいた｡46)

か くして, あらゆる打診を重ねた後に, 農園の責任者をしていたプルウォスダルモ (Poer･

Wosoedarmo)の餐で,ムラディと片桐大佐の間に会談が行なわれることになった｡(スフッド

によれば,ムラディと清水,依田准尉との間に会談が行なわれ,そのとりきめを後に片桐が承

認したことになっている)｡ この会談には, 他にS･ジョノ,バ ･ベンド,遊撃隊の二人の小

46)柳川宗成 『陸軍諜報員柳川中尉』 (サンケイ新聞社,1967)178pp.ならびに山崎-の書簡｡
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団長およびブリタル大田のかつての指導下士官であった橋爪が同席していた｡

大田-帰還する条件としてムラディが提出した条項は次のようであった｡

1.反乱参加者を武装解除しない｡

2.反乱軍に対して責任の追求はしない｡

ヌグロホは,これ以外の条件は明らかではないと述べているが,スフッドによればさらに次の

3ヵ条が追加されている｡

3.すでにとられた行為の結果生じた損害は賠償する必要がない｡

4.日本人指揮官の義勇軍兵士に対する待遇を改善する｡

5.未解決になっている "旗"の件を満足のいくような方法で解決する(大団長の乗物には,

日本軍の将校としての地位を示す大同旗を使用することが定められていたが,その実施

は日本軍の妨害によって遅れていた)0

片桐大佐はすべての条件を受け入れ,約束を守る印として自分の剣をムラディに渡した｡かく

して合意が成立したので,西方部隊は2月28日,武器を手にしたままトラックでブリタルま

で送還され,ブリタル反乱はここにそのすべての幕を閉じたのであった｡蜂起開始級,2週間

目のことであった｡47)

事件の解決に当たって特徴的だったことは,日本軍は一度も直接前面に出ずに,義勇軍,兵

棉,特別警察隊などのイソドネシア兵を前面に出して威嚇したこと,また直接的な武力行使を

避け,大田の上官など彼らに対して影響力をもっている人々による説得工作を主にしたことな

どである｡ 皮肉なことに,ブリタルの将兵が蜂起の際の同志として期待していたクディリや ト

ゥルソガグソの義勇軍が反対に反乱鎮圧のためにかり出されたのであった｡彼らは,連合軍が

上陸したので直ちに行動を開始するようにと言われ,だまされて出動させられたのである｡48)

蜂起軍は,インドネシア人に対しては抵抗しないであろう,という弱点を日本側は見ぬいてい

たのであった｡

ところで,この蜂起に参加したのは大田総勢500名のうち410名の将兵であった｡49)不参加の

約100名のうち大部分はスヤ トモ申団長指揮下の第4中田の兵士である｡ その他の不参加者の

大部分は大団長や中団長などより上級の将校たちである｡50)原則として中団長以上は蜂起に勧

誘されず,蜂起の主導権を握ったのは若手の小団長,分団長クラスであった｡それは第一に,

47)しかし,この後も憲兵隊は拡声器をもって ｢インドネシア･ラヤ｣の音楽を流しながら,まだ森の中に
潜んでいると思われる残兵の捜査を続けた｡

48)Idris,oP.citリpp.4ト42.しかしながら,山崎-は,蜂起鎮圧に義勇軍を使用した事実はなかったと述
べている｡

49)AsiaRaya,1945年6月3日付｡

50)蜂起開始当初,スプリヤディらが,親日的だと見なしていた大団長や中団長の家におもむき,銃をつき
つけて殺そうとした,ともいわれている｡スカソダル中ト日兵も,銃をつきつけられたが,部下が立ち上
がった以上自分はじっとしていられない,という判断から蜂起に参加したという(スカソダルとのイン
タビュー)｡なお,全部で8人の中間最中,蜂起に参加したのは3名であった｡

552



白石 :プリタル反日蜂起の史的考察

上官たちは一般に熱意が少ないと判断されたからであり,また第二に,彼らは兵舎の外に住ん

でいたので小団長以下の者たちとの結びつきがうすかったからである｡ このことは,のちの45

年革命の中で果たすいわゆる新世代の役割と重ねあわせてみると興味深い｡51)

4.軍 律 会 議

日本軍の巧みな処理によって,ブリタル蜂起の火の手はジャワ各地に燃え広がることなくし

て鋲圧された｡そして事態終息後,直ちにジャカルタから憲兵隊が派遣され事実の徹底調査が

行なわれた｡片桐大佐との会談によって,｢反乱軍の責任追求はしない｣という合意に達した西

方部隊に対してもこれは例外ではなかった｡厳しい拷問をまじえた調査の結果,3月8日に容

疑者がジャカルタへ送られ,そのうち68名 (軍発表)に対して5月1日から8回にわたる軍律

会議が開かれた｡52)彼らには日本軍刑法が適用されることになり,義勇軍指導部長吉本大佐が

判士長,同指導部員山崎大尉と法務官木田大尉が判士をつとめた｡53)

第16軍司令官 (当時は長野佑一郎中将)は裁判に先立って,特別傍聴人としてインドネシア

人知名人6名を任命し,法廷へ意見を上申させた｡この委員会のメンバーは次のとおりである｡

oスポモ教授 (Dr.Soepomo)-司法部参与

oアビクスノ･チョクロスヨノ (AbikusnoTjokrosoejono)-ジャワ奉公会

oオット･イスカソダル ･ディナタ (OtolskandarDinata)-ジャワ奉公会,防衛後援

会 会 長

oカスマン･シソゴディメジョ (KasmanSingodimedjo)大団長 -ジャカルタ大団

｡スディロ (Soediro)大団長 - トゥルソガグソ大団

｡ムジャキル (Moedjakir)一回教大学長54)

これらはいずれも,年長の対日協力者たちであり,それぞれ政界,軍部,民間を代表する知名

人たちであった｡彼らは合議の末,軍律会議に報告書を提出した｡それは兵士たちがまだ若く

て,情熱的な民族意識に影響されやすいという状況を強調して,次の2点を提案した｡

1.決して死刑を宣告してはならない｡

2.重刑は課してほならない ｡55)

51)45年革命においては,戦前からの民族主義者で,比較的隠健な思想をもつ,いわゆる｢旧世代 Angkatan
Lama｣の人々と,日本軍政時代に台頭してきた,急進的青年層を中心とする｢新世代AngkatanBaru｣

とが,その価値観,イデオロギー,戦術等において,絶えず対立を繰り返していた.
52)1945年6月13日付の 『ジャワ新聞 (邦字紙)』に記載された軍発表による｡

一方,ヌグロホによれば,3月8日に,78名がジャカルタへ送られたが,その後,このうち26名がブ
リタルへ帰され,結局52名が裁判にかけられたという｡また裁判の口付に関しても,4月14日から3日
間となっている｡

53)山崎-の書簡｡

54)同上｡なお,この人選はスカルノに依頼されたという0
55)Soehoed,oP･cii･,p･181.
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日本軍は,反乱軍を逮捕する際に,イソドネシア人を刺激しないようになるべく彼ら自身の上

官を利用したが,ここでもまた同じような校滑な手順を踏んだのである｡ 即ち,逮捕に際して

と同様に,裁判においてもこのような諮問委員会を作って,イソドネシ7人自身によって裁か

れたかの如き印象を与えようとしたのである｡ それは一つのフィクションに過ぎなかった｡そ

して結果的には,この委員会の提案は全く無視され,死刑を含む厳しい判決が下されたのであ

る｡56)

裁判は全 く一方的な形で行なわれた｡ 即ち弁護人も検事もなく, 発言したのは 裁判長だけ

千,彼が一人で起訴を申し立て,その後で判決を言い渡した｡判決は55人に対して,4月16日

に言い渡された｡6人が死刑,3人が終身刑,6人が15年,6人が10年,17人が7年,7人が

4年,3人が 3年,7人が2年の刑を宣告された｡禁固刑になった者のうち終戦までに4人が

獄死したが,その他は45年9月に共和国政府によって釈放された｡57)

ところで,その中には首謀者であるスプリヤディ小団長は含まれていない｡彼は途中で行方

不明になったまま,日本軍の大がかりな捜査によってもついに発見されなかった｡ (彼の名は

裁判の最中にも一度も口にされなかったという｡)柳川によれば,スプリヤディはケルヅト山中

で姿を消したのち,中部ジャワのサラティガ-逃げこみ,この地の義勇軍特設遊撃隊のイスカ

ソダル小団長らにかくまわれたが,その後西ジャワの/ミヤ炭鉱に潜伏すべく出発したまま消息

を絶った｡58)スグロホほ,恐らく日本軍に捕えられ秘かに殺されたものであろうと推測してい

る (前掲書,p.55)また,スフッドは,スプリヤディがケルット山中で自殺したことをほのめ

かしている(前掲書,p.156)｡スプリヤディの行方は今日でもなお,ジャワの人々の大きな関

心事の一つである｡ ジャワの神秘主義の中にスプリヤディは永遠に生き続けている｡ 彼は行方

不明のまま戦後 (1945年10月),インドネシア共和国 の初代陸軍総司令官ならびに治安相に任

命された｡そして今日も,インドネシア民族の意識と信仰の中に,幻の将軍として生き続けて

いる｡

一万,軍律会議に送られずブリタルに残った老たちは (反乱参加者も不参加者も共に)4月

14日にウィリスWilis山(マディウソ市の南東)の北斜面にある荒地ガンビョック(Gambjok)

-隔離され,日本軍が敗北するまで,その厳しい自然条件の中で重労働を課せられた｡独言宣

言後ブリタル-帰ることを許されたが,その時にはすでに義勇軍は最高指揮官によって解散さ

56)厳しい判決が出たことに対して,第16軍の宮元参謀は, ｢少なくとも日本人を殺した者は極刑にしない
と,僻地で一人勤務している軍属,邦人は居たたまれないとの軍政監部の意見だった｣と述べているO

宮元静雄 『ジャワ終戦処理記En1973,p･22.また,山崎-の書簡でも,同様の理由が述べられている｡
なお判決後,宮元参謀は,インドネシア人指導者の中で責任もって,被告たちを引きとり指導する者が
いれば助命に努力すると,非公式に申し出たが,引き受ける者がいなかったという ｡
57)Nugroho,oP.cit.,p.56･
58)柳川宗成 『前掲書』p･167.また,別班通訳中島正周氏も,この情報を肯定している (同氏とのインタ
ビュ-,1972年3月千葉にて)O
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せられていた｡59)

III イン ドネシ7民族への衝撃- 結論にかえて-

日本軍政時代を通じて,ジャワにおける最大規模の反日抵抗事件であったブリタル蜂起は,

ブリタルの民衆あるいはさらに広くジャワの民衆や他の義勇軍の兵士たちにどのように受容さ

れたのであろうか｡

まずブリタル市内では,2月14日早朝蜂起開始を告げる迫撃砲の大きな発射音が夜空にはげ

しくとどろき就寝中のブリタル市民を目覚めさせた｡翌朝市内のすべての学校には理由も告げ

ずに無期限休校の札がはり出された｡60)またスプリヤディを探し出すためと称して,民家にも

日本兵が立ち入って家宅捜査を行なった｡反乱参加者の家族は事件発生と共に,日本軍によっ

て人質にされた｡81)ガンジュック(Ngandjuk)のスプリヤディの実家では,2月14日朝蜂起の

ニュ-スを知るや否や,悲しみのうちに家族全員が集まってスラマタン(Selamatan近隣の者

を集めて食事を共にし,聖霊に身の安全を祈るジャワ伝来の宗教儀式)を行ない,息子の身の

安全を祈った｡それが終わったところ-突然日本軍がやってきて父を連行していった｡数カ月

後にようやく釈放されもどってきたが,郡長の職はもちろん奪われ,その後は終戦に至るまで

ケル トソノで日本軍の厳しい監視下で軟禁生活を送らねばならなかった.62)

蜂起のニュースは当初は秘密にされていたが,1945年4月17日付新聞で日本軍発表という形

ではじめて報じられ,その後6月13日付新聞で裁判の結果と事件の概要が詳しく報道された｡63)

また5月27日付のインドネシア語官報第67号にも発表されている.64'

-方,義勇軍各大団では,すでにこれより先,指揮官の口から,あるいは仲間同志の噂の中

から何となくニュースが伝わっていた｡特にブリタル近郊の諸大団では,事件直後から直接そ

の余波をうけ激しく動揺していた｡たとえば,マディウソ大団では,ブリタル蜂起の直後に,

ある小団長が靴の中に弾丸を入れていたのが見つか り憲兵隊に連行されたままついに帰って来

なかった｡またこれと同時に2人の小団長が免職になった(｡その大団がかつて南マディウソに

駐屯していた頃上述の小団長は外泊の時などにこっそりブリタル大団と連絡をとっていたらし

い ｡65)同じくマディウソ州のポノロゴ大団では,ブリタル事件後憲兵隊がやってきて,ブリタ

59)Soehoed,oP.cit.,pp.185-186.なお,ブリタル事件当時,マディウソ大閲の中団長であったス-ルト
(Soeharto現大統領)は,事件穣,ブリタル大団へ転属され,ウィリス11月]で再訓練を任されたといわ
れる｡
Roeder,0.G.,TheSmilingGeneralPresidentSoeharioofIndonesia(Jakarta,1969)p.97.

60)当時ブリタル小学校の生徒だったスナルト･カルトディムルヨ(SoenartoKartodimoeljo)とのインタ
ビュー (1973年2月,ブリタルにて)0

61)ステイ･ラ--,ならびにプラニョト姉弟とのインタビュー (前述)0
62)スプ))ヤディの母とのインタビュー (前述)0
63)AsiaRaya,1945年4月17日付ならびに6月13日付｡
64)Nugroho,ob.cii.,p.56.
65)元マディウソ大団小団長スコチョ(Soekotjo)とのインタビ3.- (1972年10月,ジャカルタにて).
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ルの出来事について述べ,この大田は決して参加させぬように厳しく命じていった｡66)その他

の諸大田では,インドネシア人よりもむしろ日本人指導官の間にはげしい動揺をもたらしたよ

うで,事件直後に,大間によっては義勇軍の武器が取り上げられたりしている｡67)

また第16軍司令官は事件後まもなくジャワ全土の大団長をジャカルタに集めて会見し,事件

の原因に関する彼らの意見をたずねたのち訓示を垂れている.68'さらに,西部ジャワでは各大

田の小団長をバソドゥソの義勇軍司令部-集めて彼らの不満を申告させると共に義勇軍司令部

の渡辺少佐が訓示を行なっている｡69)日頃と異なるこのような緊張感がそれとなく義勇軍兵舎

全体にも伝わり,彼らの間に少しずつ真相が伝わっていったようである｡ ある小団長は,日本

側は遊撃隊を使って義勇軍に対する監視体制を強化したようだと語っている｡70)

ブリタルの蜂起は,直接間接に他の諸大団の将兵を発奮させ,これ以後の一連の反日事件を

生み出してゆく刺激となった｡例えば,チマヒ大田 (プリアンガン第4大田)では,ブリタル

事件後,日本人指導下士官が義勇兵に殺害されるという事件が発生している｡ 真相は,義勇

兵の憎しみを買っていた同大団の指導官と人違いされて殺されたということらしい｡この事件

に関連して小団長,分団長,義勇兵ら計5名が憲兵隊に連行され,そのままついに戻ってこな

かった ｡71)

また,バンドゥソ大団 (ブリアンガン第1大団)では,ルカナ(Rukana)小団長が自分の小

田を武装させて日本人に対して蜂起しようとしたが申団長に説得されて未遂に終わるという事

件があった｡ これはルカナ小団長が休暇で外出した時に, すれ違った日本兵が, 彼の敬礼の

仕方が悪いといって公衆の面前でなぐり肩の階級章をはぎとったのが直接の原因であった｡当

時,義勇軍将校は,本来なら下位である日本軍の一兵卒に対しても敬礼を義務づけられてい

た｡そしてこの事件が常日頃から義勇軍将校のプライ ドをいたく傷つけていたのである｡ この

日公衆の面前で自分より下位の日本兵から屈辱を受けた一- イスラム教徒にとって,なぐられ

るということは最大の侮辱であった- ルカナ小団長はついに怒 りをおさえられなくなってし

まったのだった｡この事件に対して日本軍は,特にいかなる処置もとらなかったようである｡72)

一万チラチャップ (バニュマス第1大田)では,1分団が武器をもって集団脱走するという

事件が起こった｡この大団の義勇兵は,日頃から隣接のクロヤ大団 (バニュマス第3大田)の

66)元ポノロゴ大団小団長ストジョ(Sutodjo)とのイソクビュ- (1974年9月,ジャカルタにて)0
67)例えばケドゥ-第1大開(ゴソボン),チラチャップ大卜鉦 その他の犬用である｡
68)宮元静雄 『前掲書』p.20.

69)元ガルット大田小団長カタムシ･ステイスナ･スソジャヤ (KatamsiSutisnaSendjaja)とのインタビ
ュー (1972年9月,ノミソドゥソにて)｡および元ジャカルタ大間小団長ス-イミ(Suhaimi)とのインタ
ビュー (1972年10月,ジャカルタにて)

70)元マラン大田小団長アブマル･イマン･ホールマイソ(AbumarImamKhourmain)とのインタビュ-
(1972年9月,バンドゥンにて)0

71)元チマヒ大団中団長オモン･アブドゥラフマン(OmonAbdulachman)とのインクビ,_-0

72)元バンドゥソ大団中団長スカソダ･ブラタマンガラ (SukandaBratamangalla)とのインタビ3- 0
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スディルマン大団長 (のちのインドネシア共和国初代軍司令官)から直接間接に精神的影響を
受けて民族主義的に目覚めていたようである｡ ブリタル事件のあと,チラチャップ大団では一一

時理由もなく兵器を日本側に取り上げられた｡これに加えて,あちこちからブリタル事件に関

する噂を少しずつ耳にしていたチラチャップの将兵たちの間に何となく動播が広まり始めた｡

そして1945年5月か6月頃のある臥 第1申団のクセリ分団長に率いられた一群が,武器をも

って集団脱走 L,クロヤ方面-逃走した｡クロヤ大間へ行き,ヤシル分団長らと合流する予定

だったらしいが,準備不足で不備が多かつたためクロヤに着く前にプルオケル トの日本軍によ

り鋲托されてしま･'た｡約50名が逮捕されジャカルタ-送られて軍律会議削こかけられたが,刺

決が出る前に終戦になったため犠牲者は出なかった｡73)

また,プルワカルタ (ジャカルタ州第2人団)のレンガスデンクロック駐屯と車用は8月16日

のスカルノ--ッタ誘かい事件に関与したことで知られているOこのFiJ団の将兵の間には,煤

に以前からウマル ･バ-サン (OemarBahasan)小団長を中山こサブ･マス (SapuMas--金
ほうき
の笥)という反El秘密組織が作られ,このグループはしぼ Lばジャカルタの急進的青年たちと

連絡をとっていた｡8月15日,日本軍が降伏するや否や,スカルノ,-ッタに独立を宣言する

ように迫って拒否されたジャカルタの育年指導者たちは,8月16トに の両人を持致し, レンガ

スデソクロックの義勇軍兵舎に幽閉した｡この時,この他の義勇軍は,H本人指導官を含む周

辺のすべての日本人や親日的なパモソ･プラジャ (地方行政官)を逮捕 L,インドネシア民族

旗を掲揚し新しい郡長 (Wedana) を選出してその地方をインドネシア共和国最初の解放区と

して宣言した｡一一万,スカルノ,-ックはこの他での青年たちとの話し令いの結果,独立宣言

を行なうことに同意し,16日夜ジャカルタ-戻っていった｡そ して翌17日朝,インドネシアの

独立宣言がプガンサン･チム-ルのスカルノ邸で発表された畑 土周知のことである.74) このよ

うに,独立宣言を実現させる大きな推進力の一つとなったレンガスデソクロックの義勇軍の役

割は忘れてはならないものである｡ そしてまた,ブリタル蜂起がこのレンガスデソクロックの

将兵に与えた影響も少なからぬものであった()サブ ･マスのリ-ダー,ウマル ･バ-サン小団

長は次のように述べている.75)

｢--･ブリタル事件に関するニュースは各人団に徐々に波う･'て伝わり,義勇兵U)仲間の士

気を高めた｡我々デンクロックの者にとって,ブリタル事件は,我々人民が勝利するために

は抵抗の方法が改善されねばならないという教訓になり忠吉にな-'た.｣

このように,ブリタル蜂起が与えた影響は大きかった.蜂起自体は失敗に終わったが,この事

73)元チラチャップ大団小団長スダルオ (Soedarwo)とのインタビュ-(1974年9月,ジャカルタにて)0
74)これに関しては以下の拙稿を参照されたい｡
｢日本軍政期のインドネシア反日運動の一考察:レンガスデンクロック事件におけるサブ･マスの役
割｣『アジア経済』17巻4号 (アジア経済研究所,1976)5
75)OemarBahasan,oP.art.,p.26.
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件は,単に軍政時代の最も大規模な反日蜂起であったというだけでなく,数カ月後に始まった

インドネシア独立闘争 (45年革命)の,いわば序曲としての意味をもっていたと考えられるの

である｡ それは,日本と戦うことによってしか貢の独立を達成する道がないことを,はじめて
プ ム ダ

行動によって示したものであった｡この思想と行動は,45年革命を担った青年指導者や,国軍

指導者の中に,これ以後も受けつがれていった｡言いかえれば,この蜂起は,防衛義勇軍がイ

ンドネシア国軍の母体になったというliiな/J歴史的関係を越えて,国軍に隼命軍としての自負

と伝統を与え,:1, 一一つの原点 になったのではないだろ;)か｡こU)事件がインドネシア艮族主義に

とっていかに大きな意味をもっていたかほ,独立後に蜂起指導者スプリヤディが行方不明のま

ま初代の国軍司令官に任命されたという事実の申に象徴されていた｡

補 記

本稿中 の地名その他のインドネシア語表 記は,インドネシア共和国における現行の表記法に

従った｡なお,人名,書名,新聞 ･雑誌名は原文の表記のまま引用した｡
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